
 
 

 
 

 
 

朝日小学校第一回大運動会無事終了！！ 
5 月 26 日（土）晴れ！ 朝日小学校の記念すべ

き第1回大運動会が開催されました！！週間天気

予報では晴れの予報でしたが、実際に当日になっ

て、もしかしてということも考えました。が！ 

全く心配のいらない最高の五月晴れとなりまし
た。心の底からほっとしました。 

会場はたくさんの来賓の皆様や保護者の方、地

域の方たちでいっぱいになり、そして「開始 2 分前です。」という放送が鳴り響くと、児童
たちは静かに定位置に並び終えました。30 秒で整列完了！ 

入場曲「フォルテッシモ」の大音響が響き渡り、「大根 航 指揮者」の号令で初めての
行進がスタートしました。「鷹合とも子会⻑」の標旗を先頭に、高学年は高学年らしく、威
風堂々とした行進を、低学年は低学年でとても可愛らしい姿の中にも、「すごくがんばって
行進しているな！」という印象を受けました。保護者の皆さんはどう思われたでしょうか？

手前味噌になりますが、私は本当に素晴らしい行進だったなと思いました。 
開会式も無事終了し、続いて応援合戦です。6 年

生が構成をし、そして他の学年への指導も行い、作

り上げてきた赤白の応援でした。赤白とも、とても
気合いの入った素晴らしい応援合戦でした。最終結

果は白団の勝利となりました。私も審査員の一人で

したが、勝敗をつけなければならないという役はと

てもいやなもんだと思いました。 
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今年のメインテーマ 
そして、順調に各種目が行われていきました。私が

この一番というものをあげるとすれば、紅白綱引きで
す。特に低学年の勝負については、競馬でいうといわ
ゆる「鼻差」でした。あんなギリギリの綱引きは正直

初めてかもしれません。とても面白かったです！ 

最後は代表リレーで幕を閉じ、最終結果は赤団の勝

利となりました。この日まで 6 年生が中心となって、
作り上げてきた運動会でしたが、6 年生は色々な面
で本当にがんばってくれました。5 年生も委員会等
で 6 年生をバックアップし、1 年生から 4 年生も高
学年に負けないくらいがんばってきました！！朝日
っ子のみんなは、このがんばりをこれからの学校生
活に生かしていってくれるものと信じています。 

テントの設営と片付けをしてくださった皆さん本
当にありがとうございました。強い日差しもおかげ

で遮ることができ、子どもたちも快適な一日を過ごすことができました。また、おいしい

弁当作りもお疲れ様でした。交通整理をしていただいた皆さんもありがとうございました。 

とにかく、皆さんとともに素晴らしい一日を過ごせたことに感謝したいと思います。 

 
 
 

 
 
 

 



運動会の写真は、学校の掲示板に掲示する予定 
 

＜東雲高校との交流事業＞ 
 本校の隣に東雲高校があります。そこで、作物の苗植え等について荒巻校⻑先生に相
談したところ、二つ返事でたいへん暖かいご返事を頂きました。そして、１・２年生の「さ

つまいも植え」5 年生の「稲の苗植え」について、ご指導をしていただき、実際に植えて

みることになりました。 

 まず、さつまいも植えですが当日は和泉先生・澤野先生の他に高校生も出てくださり､
色々と丁寧に教えてくれました。さつまいも植えは、これまでは自分たちでやっていたの

で、実際に植えてみても収穫したさつま芋はあまり大きくならなかったのですが、今回は

期待を大きく膨らませて、とても楽しみにしています。 

 また、5 年生はこれまで田んぼで実際に稲の苗植え

をし、秋に稲刈りをするということを行ってきたので

すが、今年度は、東雲高校の古川先生に教わり、バケ
ツで稲を育てるということに挑戦してみました。 
最初は「バケツで稲

を？」と思いましたが、

児童たちは毎日、苗を

植えたバケツをのぞき

込みながら､日々の成

長を楽しんでいるようです。 東雲高校の皆さんには、心よ
り感謝申し上げたいと思います。今後は、これらの他にも体

験できるかもしれないとのことでした。 

 

 
＜抜き打ち避難訓練＞ 

 5 月 31 日に放射能もれ事故の避難訓練を行いました。 

訓練実施については、校長、教頭、担当の 3 人しか知らず、児童たちは当然ですが、他の

先生たちも全く知らされていませんでした。 

 １０時２５分 ・長休みの真っ最中 「訓練、訓練」という教頭先生の普通と違う声が

校内に響き渡る。 

        ・児童たちの様子を何食わぬ顔をしながら廊下で様子を見る。（校長） 

        ・玄関前に遊んでいた児童たち 大変慌てて靴を履き替えに来る。 

        ・教頭先生の「動きを止めて聞きなさい！」の一言で、我にかえる！ 

        ・その後は冷静な行動をとる児童たち しかし、中には慌てて廊下を走



っていく児童も一人二人！ 

    そして全員教室に入り、見回りの職員から、避難完了の報告を受け今回の避難訓練につ

いて話をして終わりました。 

    災害は突然やってきます。たとえば大きな地震などが起こった際は､本当に驚きあわてふ

ためきます。そんな時どれだけ落ち着いて対応することができるかが重要になってきます。

自分の命は自分で守ることをわすれずに、今後も訓練のための訓練ではなく、できるだけ

実践に近い状態で実施していきたいと考えています。 

 

 

   ツバメ調査を実施 
調査のために、突然児童たちが訪問してきたご家庭もあったかと思います。

ご協力、ありがとうございました。 

    

     
    

   ～親と子のなんでも電話相談室～TEL ０７６７－５２－０７８３ 
受付時間： １３：００～１６：００（月曜～金曜） 

対   象： 小中学生及びその保護者 

相談内容： 悩んでいること、困っていること 

＊匿名でのお電話で構いません。 

秘密は守ります。 ～オアシスライン担当～ 


